
写真 1　湯浅町役場での資料調査の様子
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　中央水産研究所図書資料館に収蔵されている「松宮太郎兵衛家文書」（和歌山県有田郡湯浅町）、
「野原茂八家文書」（同県有田郡広川町）、「中川悦治家文書」（同県日高郡由良町）、「湊漁業協同組合
長家文書」（同県田辺市）、「堅田漁業協同組合文書」（同県西牟婁郡白浜町）、「中漁業協同組合文書」

（同県西牟婁郡白浜町）の 6 つの資料群について、2018 年度より目録作成作業を進め 2019 年度は 2

年目となる。
　2019 年 3 月に第 1 回調査を行って、上記の 6 つの資料群の中でも分量が多く、今回刊行する目
録の中で、中心的な資料群となる「松宮太郎兵衛家文書」について湯浅町教育委員会のご協力のも
と、関連資料を閲覧、松宮家を取り巻く湯浅町の地理的・歴史的状況について伺うことができた。
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写真 2　醬油醸造の圧搾袋の実見

写真 3　網取引の計算書（松宮家関連資料）

写真 4　ハマチ網の預証書（松宮家関連資料）
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受託研究　国立研究開発法人水産研究・教育機構 所蔵古文書の目録作成業務

2020 年 2 月に行われた第 2 回調査では、昨
年度に閲覧させていただいた資料の写真撮影
を行うとともに、江戸時代の天保期（1830～

1844 年）より醬油醸造をされている「角長」
の加納誠氏を訪れ、直接お話を伺うことがで
きた。
　松宮太郎兵衛家は、遅くとも宝永期（1704

～1711 年）には漁網の製造販売を始めたと考
えられ、湯浅町の御蔵町周辺には、やはり漁
網製造に携わる家が集まって、安政期（1854

～1860 年）に は 11 軒 か ら 15 軒 程 度 で「網
組」を形成していた。漁網の材料としては良
質な但馬・安芸産の苧麻が用いられてきた。
昨年度、湯浅町教育委員会を訪れた際、文化
財審議委員の生田俊示氏より、醬油醸造の際
に用いられる圧搾袋の材料としても苧麻がも
ちいられていたことを教えていただいた。そ
のことに示唆を得て、漁網と醬油醸造の圧搾
袋の関係について調べるために、まずは袋を
実見したいと考えていた。「角長」では現在
は諸味を搾る際、苧麻製の圧搾袋を用いてい
ないとのことだったが、以前使用されていた
袋を実際に見せていただくことができた。諸
味が入った圧搾袋に大きな力を加えて、時間
をかけて液汁のみを取り出すため、丈夫であ
る上に、きめ細かい布目であることが必要と
なる。実際触ってみると、厚みのあるしっか
りとした感触の生地で、編み込みはかなり細
い。中国地方の良質の苧麻だけを使用し、湯
浅の女性たちが家内制手工業で布の生産に携
わっていたとのことで、少なくとも漁網用の
苧麻と同じ材料が用いられていたことから、
漁網と圧搾袋の生産に同一の技術が用いられ
ていた可能性はありそうである。

■ 2019 年度の活動

○和歌山県立文書館・湯浅地区調査　2020 年 2 月 9 日～11 日　和歌山県立文書館、湯浅町教育委員会、角長（醬
油醸造家）　前田禎彦・越智信也・相原隆一

　松宮太郎兵衛家は、大正期には漁網生産の生業をやめている。ご子孫が千葉県船橋市に在住され
ていることを湯浅町で伺い、訪問させていただき家の資料を拝見することができた。これらの現地
調査の結果を取りまとめて、資料目録の原稿を作成した。


